
 

 

 
報道関係 各位 

20１9 年10 月27 日 
株式会社日本レースプロモーション 

 

10 月 26 日（土）～27 日（日） 

2019 年 全日本スーパーフォーミュラ選手権 最終戦 第 18 回 JAF 鈴鹿グランプリ 

 

決勝結果速報 
野尻 智紀（チーム・ムゲン）が、5 年ぶり 2 勝目を飾る！ 

ニック・キャシディ（バンテリン チーム トムス）が、ドライバーズチャンピオンを獲得！！ 
 

2019 年 全日本スーパーフォーミュラ選手権 最終戦 第18 回JAF 鈴鹿グランプリ 決勝が、鈴鹿サーキット国際レーシングコース（1

周： 5.807 ｋｍ）で行われ、2 位からスタートした野尻 智紀（チーム・ムゲン）が、2014 年以来となる通算2 勝目を飾った。これにより、今シ

ーズンの全７戦の勝者がすべて異なる結果となった。 

 

  最終戦にふさわしい秋晴れの中始まった決勝レースは、6 番手からスタートしたニック・キャシディ（バンテリン チーム トムス）が、１ポ

イント差でシリーズチャンピオンを争う、ランキングトップの山本 尚貴（ドコモ・チーム・ダンディライアン・レーシング）を 3 周目に捕え、2

位でフィニッシュ。8 ポイントを獲得し、通算36 ポイントで 2019 年ドライバーズチャンピオンに輝いた。3 位には、4 番手からスタートした

福住 仁嶺（ドコモ・チーム・ダンディライアン・レーシング）が入った。 

 

  3番手スタートの山本は、5位でチェッカーを受け、通算ポイントは33でキャシディに届かず、ドライバーズランキング2位で今シーズ

ンを終えた。 

 

ポールポジションからスタートしたランキング 3 位のアレックス・パロウ（ティーシーエス・ナカジマレーシング）は、タイムが上がらず、

19 位でレースを終えたが、通算26 ポイントで、ドライバーズランキング 3 位、ルーキー・オブ・ザ・イヤーに輝いた。 

 

 ＊ランキングポイントは、オフィシャルサイトに掲載いたしますので、そちらをご参照ください。 

 

 ＊記録の詳細は、別途添付公式通知「決勝 正式結果表」をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊この件に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。 
株式会社日本レースプロモーション（http://www.superformula.net/） 

102-0074東京都千代田区九段南2-3-25 平安堂ビル 
e-mail：media@superformula.net  Tel:03-3237-0131 Fax：03-3237-0135 

 

5 年ぶり 2 勝目を飾った、 

野尻 智紀（チーム・ムゲン） 

ドライバーズチャンピオンを獲得した、 

ニック・キャシディ（バンテリン チーム トムス） 

 



 

 

 


